
DIニュース 

              アルコールと薬剤の相互作用        2022年 11月 

 

薬剤科では「薬をお酒と一緒に飲んでもいいのか」と問合せをいただくことがあります。今回はアル

コールと薬剤の相互作用についてまとめました。 

 

1.初めに 

「酒は百薬の長」と言われ適度の飲酒は唾液、胃液の分泌を促進させ食欲を増進させるとともに、

ストレス解消にもなります。しかし一方では薬との相互作用や多量飲酒によるアルコール依存症など

にも注意が必要です。厚生労働省が推進する国民健康づくり運動「健康日本 21」では、節度ある適度

な飲酒量(1日平均純アルコールで 20g程度)の目安が設定されています。この数字は、ビールに換算す

ればだいたい中瓶 1本、日本酒なら約 1合となります 1)。一般的にアルコールというと、ビール、ワ

イン、日本酒などを思い浮かべますが、一部の栄養ドリンクや食品にも微量ながらアルコールが含ま

れている製品があるので注意して下さい。 

 

2.アルコール代謝と薬物代謝及びその相互作用 

生体に取り込まれたアルコールのほとんどは肝臓において代謝され、80％がアルコール脱水素酵素

(ADH)を介して、残りの 20％は非アルコール脱水素酵素系であるミクロソームエタノール酸化系(以下、

MEOS)を介して代謝され、アセトアルデヒドへと代謝されます。次にアルデヒド脱水素酵素(以下、ALDH)

により酢酸となり、最終的に水と二酸化炭素になって主に尿中に排泄されます。アルコール常飲者で

は、アルコールの長期摂取により MEOSの活性が亢進し、これに伴い薬物の代謝酵素であるシトクロム

P450(以下、CYP)が増加します。したがって、この場合にはアルコール自体の代謝亢進だけでなく、肝

臓で代謝される薬物の代謝も亢進し、その結果、薬物は速やかに代謝・排泄されます。この時、代謝

産物に活性が無い薬剤の場合は薬剤の効果は減弱、活性がある薬剤の場合は効果が増強すると考えら

れます。また、毒性が高い代謝産物を持つ薬剤では、薬剤の毒性が高まる危険性があります。 

他にも、アルコール自体の作用により薬効が増強される、薬剤がアルコールの代謝に影響を与える

といった薬剤もあります。 
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3.アルコールとの相互作用が報告されている薬剤の例 2),3),4) 

3-1アルコールより薬剤の毒性が高まる薬剤 

・アセトアミノフェン 

    通常アセトアミノフェンは、グルクロン酸抱合や硫酸抱合により代謝され、尿中へ排泄されま

すが、アルコールの長期摂取により CYPが増加すると、肝毒性を持つ N-アセチル-p-ベンゾキノン

イミンの代謝が亢進し、これにより肝不全を引き起こしたとする報告があります。 

 

 

 

 

 

 3-2アルコール自体の作用により薬効が増強される薬剤 

  ・トリアゾラムなど中枢神経抑制作用をもつ薬剤 

    健康成人にエタノール摂取させた後にトリアゾラムを服用した時の血中薬物濃度と鎮静効果を

比較した結果、血漿中のトリアゾラム濃度は薬剤単独時とあまり変化しないが、鎮静効果が増強

されている症例があった報告があります。このことから、アルコール自体の持つ中枢神経抑制作

用により薬剤の作用が増強され、眠気、注意力・集中力の低下が増強すると考えられます。中枢

神経抑制作用をもつ薬剤として、睡眠薬、抗てんかん薬、抗不安薬、抗精神病薬などが挙げられ

ます。 

 

3-3薬物がアルコールの代謝に与える影響 

・セファロスポリン系抗生物質（注射薬）ほか 

    セファロスポリン系抗生物質の中でセフェム環の 3位の側鎖に 

methyltetrazolethiol(MMT)基がある薬剤にはジスルフィラム様作用が 

現れることがあります(図１)。このジスルフィラムとは本来アルコール 

中毒の治療に用いられる嫌酒薬で、アルコール代謝において ALDHの活性 

を阻害するため、アルコールと併用すると血中に多量のアセトアルデヒド 

が蓄積し、拍動性頭痛、呼吸困難、血圧低下、悪心・嘔吐などの症状を呈 

します。この作用は、MMT基を持たない薬剤でも起こる可能性があり、相互 

作用を避けるためには薬剤の投与中及び投与後 1週間程度の禁酒が必要です。 

 

 

 ここに挙げた例の具体的な薬剤名について、添付文書 5)にアルコールと相互作用が記載されている薬剤

を次表にまとめます。 

 

 

3-1アルコールにより薬剤の毒性が高まる薬剤 

アセトアミノフェン及び

アセトアミノフェン含有

製剤 

ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ(ｱﾙﾋﾟﾆｰ､ｶﾛﾅｰﾙ) 

ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ含有(ﾄｱﾗｾｯﾄ､ﾄﾗﾑｾｯﾄ) 

図 1 セファロスポリン系 

抗生物質の基本構造 

CYP 



           ＊太字：当院採用薬 

＊＊MMT 基を持たない薬剤 

4.最後に 

今回ここでご紹介したアルコールと薬物の相互作用は一部にすぎません。アルコールの代謝は、性

差や代謝酵素活性などの個人差が大きく、肝臓の状態にも左右されるため薬物との相互作用の正確な

予測は困難です。薬を効果的により安全に服用していただくためにも薬を服用している場合、アルコ

ールの摂取を避けるようにしましょう。 
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3-2アルコール自体の作用により薬効が増強される薬剤 

睡眠薬 

ﾍﾞﾝｿﾞｼﾞｱｾﾞﾋﾟﾝ系 

ｱﾙﾌﾟﾗｿﾞﾗﾑ(ｺﾝｽﾀﾝ)､ｴｽﾀｿﾞﾗﾑ(ﾕｰﾛｼﾞﾝ)､ｴﾁｿﾞﾗﾑ､ｵｷｻ

ｿﾞﾗﾑ､ｸﾛﾁｱｾﾞﾊﾟﾑ(ﾘｰｾﾞ)､ｸﾛﾙｼﾞｱｾﾞﾎﾟｷｼﾄﾞ､ｸｱｾﾞﾊﾟﾑ

(ﾄﾞﾗｰﾙ)､ｸﾛｷｻｿﾞﾗﾑ､ｸﾛﾗｾﾞﾌﾟ酸､ｼﾞｱｾﾞﾊﾟﾑ､ﾄﾘｱｿﾞﾗﾑ

(ﾊﾙｼｵﾝ)､ﾌﾞﾛﾏｾﾞﾊﾟﾑ､ﾌﾙﾄﾌﾟﾗｾﾞﾊﾟﾑ､ﾌﾙｼﾞｱｾﾞﾊﾟﾑ､ﾌﾙﾀ

ｿﾞﾗﾑ､ﾌﾞﾛﾁｿﾞﾗﾑ(ﾚﾝﾄﾞﾙﾐﾝ)､ﾌﾙﾆﾄﾗｾﾞﾊﾟﾑ(ｻｲﾚｰｽ)､ﾒﾀﾞ

ｾﾞﾊﾟﾑ､ﾒｷｻｿﾞﾗﾑ､ﾛﾌﾗｾﾞﾌﾟ酸ｴﾁﾙ(ﾒｲﾗｯｸｽ)､ﾛﾙﾒﾀｾﾞﾊﾟﾑ

(ｴﾊﾞﾐｰﾙ)､ﾛﾗｾﾞﾊﾟﾑ(ﾜｲﾊﾟｯｸｽ)  

非ﾍﾞﾝｿﾞｼﾞｱｾﾞﾋﾟﾝ系 ｴｽｿﾞﾋﾟｸﾛﾝ(ﾙﾈｽﾀ)､ｿﾞﾋﾟｸﾛﾝ(ｱﾓﾊﾞﾝ)､ｿﾞﾙﾋﾟﾃﾞﾑ 

ﾊﾞﾙﾋﾞﾂｰﾙ酸系 ﾌｪﾉﾊﾞﾙﾋﾞﾀｰﾙ(ﾌｪﾉﾊﾞｰﾙ)､ﾍﾟﾝﾄﾊﾞﾙﾋﾞﾀｰﾙ 

抗てんかん薬 

ｶﾙﾊﾞﾏｾﾞﾋﾟﾝ(ﾃｸﾞﾚﾄｰﾙ)､ｸﾛﾅｾﾞﾊﾟﾑ(ﾗﾝﾄﾞｾﾝ、ﾘﾎﾞﾄﾘｰﾙ)､ｸﾛﾊﾞｻﾞﾑ､ｽﾁﾘﾍﾟﾝﾄｰﾙ､

ﾊﾞﾙﾌﾟﾛ酸ﾅﾄﾘｳﾑ(ﾃﾞﾊﾟｹﾝ)､ﾌｪﾆﾄｲﾝ・ﾌｪﾉﾊﾞﾙﾋﾞﾀｰﾙ､ﾌﾟﾘﾐﾄﾞﾝ､ﾍﾟﾗﾝﾊﾟﾈﾙ(ﾌｨｺﾝ

ﾊﾟ)､ﾐﾀﾞｿﾞﾗﾑ､ﾗｺｻﾐﾄﾞ､ﾚﾍﾞﾁﾗｾﾀﾑ､ﾛﾗｾﾞﾊﾟﾑ 

抗不安薬 

抗精神病薬 

ｱｾﾅﾋﾟﾝ､ｱﾐﾄﾘﾌﾟﾁﾘﾝ(ﾄﾘﾌﾟﾀﾉｰﾙ)､ｱﾓｷｻﾋﾟﾝ､ｱﾘﾋﾟﾌﾟﾗｿﾞｰﾙ､ｲﾐﾌﾟﾗﾐﾝ(ﾄﾌﾗﾆｰﾙ)､ｴ

ｽｼﾀﾛﾌﾟﾗﾑ､ｵﾗﾝｻﾞﾋﾟﾝ､ｵｷｼﾍﾟﾙﾁﾝ、ｸｴﾁｱﾋﾟﾝ(ｾﾛｸｴﾙ)､ｸﾛｶﾌﾟﾗﾐﾝ､ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾏｼﾞﾝ､ｸ

ﾛﾐﾌﾟﾗﾐﾝ､ｸﾛｻﾞﾋﾟﾝ､ｸﾛﾁｱｾﾞﾊﾟﾑ､ｸﾞｱﾝﾌｧｼﾝ､ｽﾙﾄﾌﾌﾟﾘﾄﾞ､ｽﾋﾟﾍﾟﾛﾝ､ｽﾙﾋﾟﾘﾄﾞ､ｾﾁ

ﾌﾟﾁﾘﾝ､ｾﾙﾄﾗﾘﾝ､ｿﾞﾃﾋﾟﾝ､ﾁﾐﾍﾟﾛﾝ､ﾃﾞｭﾛｷｾﾁﾝ､ﾄﾘﾐﾌﾟﾗﾐﾝ､ﾄﾞｽﾚﾋﾟﾝ､ﾄﾗｿﾞﾄﾞﾝ(ﾚｽﾘ

ﾝ)､ﾈﾓﾅﾌﾟﾘﾄﾞ､ﾉﾙﾄﾘﾌﾟﾁﾘﾝ､ﾊﾛﾍﾟﾘﾄﾞｰﾙ(ｾﾚﾈｰｽ)､ﾊﾟﾛｷｾﾁﾝ､ﾊﾟﾘﾍﾟﾘﾄﾞﾝ､ﾋﾄﾞﾛｷｼ

ｼﾞﾝ､ﾋﾟﾊﾟﾝﾍﾟﾛﾝ､ﾌﾟﾚｸｽﾋﾟﾌﾟﾗﾄﾞｰﾙ､ﾌﾞﾛﾅﾝｾﾘﾝ､ﾌﾟﾛｸﾛﾙﾍﾟﾗｼﾞﾝ(ﾉﾊﾞﾐﾝ)､ﾌﾙﾎﾞｷｻ

ﾐﾝ(ﾙﾎﾞｯｸｽ)､ﾌﾌﾞﾛﾑﾍﾟﾘﾄﾞｰﾙ､ﾌﾙﾌｪﾅｼﾞﾝ､ﾌﾟﾛﾍﾟﾘｼｱｼﾞﾝ､ﾍﾞﾝﾗﾌｧｷｼﾝ､ﾍﾟﾛｽﾋﾟﾛﾝ､

ﾍﾟﾙﾌｪﾅｼﾞﾝ､ﾏﾌﾟﾛﾁﾘﾝ(ﾙｼﾞｵﾐｰﾙ)､ﾐｱﾝｾﾘﾝ､ﾐﾙﾀｻﾞﾋﾟﾝ､ﾐﾙﾅｼﾌﾟﾗﾝ､ﾓｻﾌﾟﾗﾐﾝ､ﾘｽﾍﾟ

ﾘﾄﾞﾝ､ﾙﾗｼﾄﾞﾝ､ﾚﾎﾞﾒﾌﾟﾛﾏｼﾞﾝ、ﾛﾌｪﾌﾟﾗﾐﾝ 

3-3アルコールの代謝に影響する薬剤 

セファロスポリン系 

抗生物質(注射薬) 

ｾﾌﾒﾀｿﾞｰﾙ､ｾﾌｧﾏﾝﾄﾞｰﾙ､ｾﾌｫﾍﾟﾗｿﾞﾝ(ﾊﾞｸﾌｫｰｾﾞ)､ﾗﾀﾓｷｾﾌ､ｾﾌﾒﾉｷｼﾑ､ｾﾌｫﾃﾀﾝ､ｾﾌ

ﾌﾞﾍﾟﾗｿﾞﾝ､ｾﾌﾋﾟﾗﾐﾄﾞ､ｾﾌﾐﾉｸｽ 

抗原虫薬 ﾒﾄﾛﾆﾀﾞｿﾞｰﾙ(ﾌﾗｼﾞｰﾙ)＊＊ 


